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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 三好　洋一郎

福岡県バスケットボール協会

全九州大会１回戦、福岡県１位精華女子対沖縄県２位糸満との対戦、精華女子のスターティングメンバ―は、＃４、
＃６、＃７、＃１１、＃１４、糸満のスターティングメンバ―は、＃６、＃９、＃１０、＃１２、＃１５で試合開始。第１Q、両
チームともハーフコートマンツーマンでスタート。精華＃４を中心をした早い展開に、なんとか食らいつこうとする糸満
であったが、精華の厳しいデフェンスをなかなかこじ開けることができない。一方、精華は＃６のインサイドを中心に
得点を重ね、２７対１０でリードして第１Q終了。第２Q、精華はペイント内でポジションどりをする＃６にパスを供給し
続ける。糸満はファウルでしかそれを止めらず、点差は開いていく。７分、精華スティールからの速攻が２本連続で決
まったところで、糸満２度目のタイムアウト。タイムアウト明け、糸満＃１５の３ｐｔｓで反撃を開始するも、精華リバウン
ドからの速攻で＃４のアシスト、続くブレイクでも＃４のジャンプシュートが決まり、５３対２２で前半終了。第３Q、精華
は＃７のカットイン、＃４のアシストから＃６がゴール下でのポイントと連続得点でスタートすると、糸満は＃１２が２点
を返す。途中から糸満はハーフコートの３－２ゾーンに変更するものの、７３対２８とリードを広げ、第３Q終了。第４
Q、糸満はマンツーマンに戻す。さらに、得点後はオールコート１－２－１－１プレスでプレッシャーをかけ、精華のミス
を誘う。１分半、精華最初のタイムアウト。タイムアウト明け、糸満オールコートプレスからパススティール。ディフェン
スからいい流れを掴み、得点を重ねる。３分半、７８対４１となったところで精華２度目のタイムアウト。その後は一進
一退の攻防を続け８７対５１で試合終了。試合を通じて厳しいディフェンスを続け、インサイドで優位に立った精華女
子が勝利を収めた。
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精華女子 87
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第2副審 山口　健人

主審 大久保 好純

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月23日

第1副審 金岩　貴之

(土) 10:30

コート Cコート 第2試合

カテゴリー 女子 1回戦
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